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＜概要＞ 
食品安全・環境規制のようなリスクにかかわる政策は、ローカルな事情に応じた対応が

求められるという性格を持つ。第１に、リスク評価の基礎となる科学的知識には常に科学

的不確実性がつきまとっている。不確実であるが故にコストのかかるリスク規制はもう少

し待とうということになるのか（後悔しない政策）、不確実であっても大変なことになる恐

れがあるので予防的に行動しようということになるのか（予防原則）は政策判断であり、

各地の政府により判断が異なりうる。第２に、地域的条件、生活パターンの差異がリスク

規制差異化の理由となる。地域的条件等が異なると各人のリスクに対する曝露量が変わっ

てくる。第３に、リスク・トレード・オフ（特定のリスクを減らそうとしてした努力が逆

に他のリスクを増やしてしまうこと）に関する政策判断も各地の政府により異なりうる。

しかし、現在では、食品安全・環境規制においてもグローバルな対応が求められるように

なってきている。特に、リスク規制が国際的に差異化することは、規制の対象となる製品

を製造する企業にとっては必ずしも望ましいことではない。そのため、企業は、高いレベ

ルであっても単一のリスク規制での調和化を望むことがある。本報告では、日米欧におけ

る自動車関連環境規制と食品安全規制を対象として、環境・安全規制の差異化と国際的調

和化のダイナミズムとその背後に存在する仕組（ＷＴＯ、政府間組織、非政府組織）及び

その運用について検討したい。 
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